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一
九
三
〇
年
代
に
活
躍
し
た
哲
学
者
、
戸
坂

潤
の
著
作
お
よ
び
翻
訳
と
、
そ
の
哲
学
的
業

績
を
問
い
直
す
研
究
論
文
が
一
冊
に
収
め
ら

れ
た “

TO
SAK

A
 JU

N
:
 A

 CRITICAL
 

READ
ER

”
 

が
、
二
〇
一
三
年
に
コ
ー
ネ
ル

大
学“

Cornel  East  Asia
 Series ”

よ
り

刊
行
さ
れ
た
。
戸
坂
潤
哲
学
の
研
究
史
に
お
い

て
、
戦
後
一
九
四
八
年
に
三
一
書
房
よ
り
刊
行

さ
れ
た
追
悼
録
『
回
想
の
戸
坂
潤
』
以
来
の
、

複
数
執
筆
者
に
よ
る
公
刊
論
文
集
と
し
て
実
に

六
五
年
ぶ
り
の
刊
行
で
あ
る
。

（
１
）

　

戸
坂
潤
の
著
作
で
最
も
有
名
な
も
の
は
『
日

本
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
』
（
白
揚
社
、
一
九
三
五
年
）

で
あ
る
と
い
え
る
。
戸
坂
潤
は
こ
の
単
著
に
収

録
さ
れ
た
論
説
を
、
一
九
三
〇
年
代
の
大
衆
社

会
に
密
着
し
な
が
ら
、
ま
る
で
日
々
の
出
来
事

を
書
き
と
ど
め
て
い
く
よ
う
に
新
聞
や
雑
誌
に

書
い
た
。
『
日
本
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
』
で
は
特

に
日
本
主
義
と
い
う
明
確
な
概
念
が
与
え
ら
れ

て
い
な
い
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
思
想
を
詳
細
に
検
証

し
、
日
本
主
義
の
名
の
も
と
に
日
本
と
い
う
国

民
国
家
へ
す
べ
て
の
権
力
を
集
約
さ
せ
よ
う
と

し
た
政
治
的
言
説
を
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
。

戸
坂
は
友
人
た
ち
と
唯
物
論
研
究
会
を
組
織
し

生
活
と
哲
学
の
融
合
を
目
指
し
た
が
、
治
安
維

持
法
に
よ
り
一
九
三
八
年
に
検
挙
さ
れ
執
筆
禁

止
を
命
じ
ら
れ
た
ま
ま
、
そ
の
後
に
投
獄
さ
れ

一
九
四
五
年
に
獄
死
し
て
い
る
。

　

本
書
は
そ
の
よ
う
な
戸
坂
潤
の
哲
学
を
再
検

証
す
る
も
の
だ
が
、
二
つ
の
刊
行
意
義
を
挙
げ

■
書
評

TO
SA

K
A

 JU
N

 : A
 C

RITIC
A

L REA
D

ER ( ed
: K

en
 C

. 
Kaw

ashim
a, Fabian Schafer, Robert Stolz, Cornel East 

Asia Series 168 ,Cornel U
niversity, 2013)

雨
宮
幸
明

る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
意
義
と
し
て
、
ハ

ル
ト
ゥ
ー
ニ
ア
ン
（H

.D
.H

arootunian

）『
近

代
に
よ
る
超
克
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
原

著 “
O

vercom
e
 by

 M
odernity

”
Princeton

 

U
niversity

 Press ,
2
0
0
1

）
に
よ
っ
て
英
語
圏

に
そ
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
た
戸
坂
潤
の
哲
学
的

著
作
が
、
今
回
の
翻
訳
に
よ
っ
て
一
般
の
英
語

圏
読
者
に
も
容
易
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
意
義
は
研
究
論
文
が
併
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
述
の
『
回
想

の
戸
坂
潤
』
が
獄
死
し
た
戸
坂
潤
を
悼
む
趣
旨

の
も
と
で
編
纂
さ
れ
た
追
悼
録
で
あ
り
、
戸
坂

潤
哲
学
自
体
の
検
証
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
本
書
は
単
な
る
翻
訳
書
で
は
な
い
、

総
合
的
な
研
究
書
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

は
戸
坂
潤
の
哲
学
を
主
題
と
し
た
世
界
で
最
初

の
批
評
論
集
の
出
版
と
な
る
。

　

本
書
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
一

部 

「
著
作
」“The

 Texts ”

で
は
複
数
の
翻

訳
者
に
よ
る
戸
坂
潤
の
代
表
的
な
哲
学
著
作
十

編
の
翻
訳
が
ま
と
め
ら
れ
、
第
二
部 

「
批
評
」

“
Critical  Expansions ”

で
は
気
鋭
の
研
究
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者
た
ち
に
よ
る
七
編
の
戸
坂
潤
哲
学
に
関
す
る

研
究
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
の
翻

訳
者
の
内
、
数
人
が
第
二
部
の
研
究
論
文
執
筆

を
兼
務
し
て
お
り
、
習
熟
し
た
翻
訳
と
研
究
の

統
合
的
な
成
果
が
、
各
自
の
問
題
設
定
に
よ
る

問
い
を
生
み
出
し
、
本
書
全
体
へ
と
展
開
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
戸
坂
潤
哲
学
を
初
め
て

読
む
読
者
に
も
、
「
著
作
」
の
ガ
イ
ド
と
し
て

収
録
さ
れ
た
「
批
評
」
が
そ
の
読
解
を
深
め
る

構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
の
編
集
は
ケ
ン
・
C
・
カ
ワ
シ
マ
（K

en
 

C
.K

aw
ashim

a

）
、
フ
ァ
ビ
ア
ン 

・
シ
ェ
イ

フ
ァ
ー
（Fabian

 Schafer

）
、
ロ
バ
ー
ト
・
ス

ト
ル
ツ
（R

obert  Stolz

）
ら
三
人
の
研
究
者
が

担
当
し
て
い
る
。
巻
頭
の
「
序
」“Preface

”

で
は
、
ま
ず
戸
坂
潤
が
西
欧
の
日
本
学
及
び
哲

学
研
究
に
お
い
て
不
当
な
忘
却
に
晒
さ
れ
て
い

る
現
状
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
改
善
が
本
書
刊
行

の
目
的
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
戸
坂
の
カ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
を
融
合

さ
せ
た
独
自
の
思
想
が
、
グ
ラ
ム
シ
、
ネ
グ
リ
、

ジ
ジ
ェ
ク
と
い
っ
た
同
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の

西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
影
響
を
受
け
た
思

想
家
た
ち
と
共
通
点
を
持
つ
こ
と
と
、
戸
坂
潤

の
哲
学
が
現
代
社
会
へ
の
批
評
と
分
析
に
有
効

な
思
想
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。「
未

訳
の
著
作
と
新
た
な
論
考
を
一
つ
に
し
た
こ
の

本
で
戸
坂
が
主
要
な
唯
物
論
哲
学
者
で
あ
り
批

評
家
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
」
と
編

集
者
た
ち
の
意
気
込
み
が
示
さ
れ
、
翻
訳
と
収

録
論
文
の
簡
単
な
解
説
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

続
く
「
導
入　

生
き
ら
れ
た
瞬
間
の
暗
闇
」

“
Introduction

 The
 D

arkness  of  the
 

Lived
 M

om
ent ”

で
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

戸
坂
潤
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
ハ
ル
ト
ゥ
ー

ニ
ア
ン
が
、
戸
坂
潤
の
生
涯
と
そ
の
哲
学
の
重

要
性
を
物
語
る
。
特
に
戸
坂
の
思
想
的
先
達
で

あ
っ
た
西
田
幾
多
郎
と
三
木
清
と
の
思
想
的
な

差
異
が
丁
寧
な
検
証
に
よ
っ
て
浮
き
彫
り
に
さ

れ
て
い
く
。
そ
の
作
業
は
戸
坂
潤
の
唯
物
論
哲

学
が
い
か
に
同
時
代
の
西
田
や
三
木
ら
と
異
な

り
、
厳
密
な
論
理
性
と
社
会
性
を
備
え
て
い
た

か
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
過
酷
な
弾

圧
に
よ
る
執
筆
禁
止
や
獄
死
に
至
る
ま
で
の
戸

坂
潤
の
思
想
的
背
景
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
導

入
部
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
編
の
前
半
と
な
る
第
一
部
に
お
け
る
「
著

作
」
で
は
、
精
選
翻
訳
さ
れ
た
著
作
が
紙
面
の

許
す
限
り
収
録
さ
れ
、
戸
坂
潤
哲
学
の
エ
ン
サ

イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
的
な
側
面
を
示
す
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。
例
え
ば
戸
坂
潤
哲
学
の
特
徴
と

さ
れ
る
「
日
常
性
」
を
概
念
化
し
た
重
要
な

論
文
「
日
常
性
の
原
理
と
歴
史
的
時
間
」
や
、

本
書
に
収
録
さ
れ
た
研
究
で
も
ア
ン
リ
・
ル

フ
ェ
ー
ブ
ル
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
「
空
間

論
」
を
は
じ
め
、
笑
い
の
構
造
を
解
き
明
か
す

「
笑
い
・
喜
劇
・
及
び
ユ
ー
モ
ア
」
な
ど
、
そ

の
思
想
の
多
様
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
以
下
の
十
編
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
「
日
常
性
の
原
理
と
歴
史
的
時
間
」
、
「
空

間
論
」
（
抄
訳
）
、
「
ア
カ
デ
ミ
ー
と
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
」
、
「
笑
い
・
喜
劇
・
及
び
ユ
ー
モ
ア
」
、

「
日
本
主
義
の
帰
趨
」
、
「
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ

論
と
技
術
論
」
、
「
自
由
主
義
哲
学
と
唯
物
論
」
、

「
警
察
機
能
」
、
「
映
画
の
写
実
的
特
性
と
風
俗

性
及
び
大
衆
性
」
、
「
映
画
芸
術
と
映
画
」
。
い

ず
れ
の
翻
訳
も
勁
草
書
房
版
『
戸
坂
潤
全
集
』

（
一
九
六
六
―
六
七
年
、
別
巻
七
九
年
）
を
底
本
に

し
て
い
る
。
英
語
を
専
門
と
し
な
い
私
に
は
と
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て
も
判
断
が
つ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
素
直
に

翻
訳
を
読
む
限
り
で
は
全
体
的
に
原
文
に
お
け

る
戸
坂
潤
の
厳
密
な
論
理
性
を
損
な
う
こ
と
な

く
翻
訳
を
成
功
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

次
に
本
編
の
後
半
、
第
二
部
「
批
評
」
に
収

録
さ
れ
た
研
究
論
文
に
つ
い
て
以
下
に
執
筆
者

と
論
考
の
簡
単
な
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

　

ロ
バ
ー
ト
・
ス
ト
ル
ツ“

H
ere

,
 N

ow
”

は
、

戸
坂
の
重
要
な
哲
学
概
念
で
あ
る
「
日
常
性
」

を
論
じ
て
い
る
。
ス
ト
ル
ツ
は
カ
ン
ト
、
ハ
イ

デ
ガ
ー
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
戸
坂
の
思
想
的
関
わ

り
を
検
証
し
な
が
ら
、
戸
坂
の
「
日
常
性
」
が

物
質
的
な
時
空
間
を
基
礎
と
し
た
歴
史
的
な
概

念
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
そ
の
こ
と
が
戸
坂

の
批
評
に
現
実
的
な
歴
史
性
を
備
え
さ
せ
、
同

時
代
の
西
田
幾
多
郎
や
和
辻
哲
郎
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
の
言
説
に
お
け
る
歴
史
的
な
空
虚
さ
を
暴
露

す
る
機
能
を
得
た
こ
と
を
ス
ト
ル
ツ
は
証
明
し

て
い
く
。
難
解
だ
が
戸
坂
潤
の
思
想
が
持
つ
批

評
性
が
、
表
題
に
あ
る
よ
う
に
「
今
こ
こ
」
と

い
う
現
実
的
な
時
空
間
に
基
底
を
持
つ
歴
史
的

側
面
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
非
常
に
刺

激
的
な
論
文
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

フ
ァ
ビ
ア
ン
・
シ
ェ
イ
フ
ァ
ー“

The
 

A
ctuality

 
of  

Journalism
 

and
 

the
 

possibility
 of  Everyday

 Critique
”

は
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
や
タ
ル
ド
、
ベ
ン
ヤ
ミ

ン
の
思
想
や
山
川
均
、
福
本
和
夫
、
ロ
ー
ザ
・

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
組
織

論
と
の
関
わ
り
か
ら
、
戸
坂
潤
の
も
う
一
つ
の

主
著
『
思
想
と
風
俗
』（
三
笠
書
房
、
一
九
三
六
年
）

に
お
け
る
風
俗
分
析
に
よ
っ
て
戸
坂
の
多
様
な

社
会
批
評
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
経
緯
を
解
説

し
、
戸
坂
潤
哲
学
の
主
軸
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と

報
道
を
重
視
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
思
想
が

あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

平

野

克

弥
（K

atsuya
 H

irano

）“The
 

D
ialectic  of  Laughter  and

 Tosaka
’

s  
Critical  Theory

”

は
、
戸
坂
の
笑
い
に
つ

い
て
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
を
詳
細
に
分
析
し

て
い
る
。
戸
坂
の
『
道
徳
の
観
念
』
（
『
道
徳

論
』
三
笠
書
房
、
一
九
三
六
年
）
と
『
思
想
と
風

俗
』
を
用
い
な
が
ら
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
『
笑
い
』

（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
六
年
、
原
著 “

Le
 rire

”
,
 

Alcan
 
,
1
9
0
0

）
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
重
層
的

決
定
性
、
ヴ
ォ
ロ
シ
ノ
フ
の
言
語
論
、
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ

ム
論
ま
で
多
様
な
理
論
を
参
照
し
戸
坂
に
お
け

る
「
笑
い
」
の
両
義
性
を
追
究
し
て
い
る
。

　

樹
本
健
（Takeshi  K

im
oto

）

“
Im

m
aterial  

Technique
 and

 M
ass  Intelligence

”

は
、

ポ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
時
代
に
お
け
る
知

性
労
働
と
技
術
論
を
提
唱
し
た
パ
オ
ロ
・
ヴ
ィ

ル
ノ
や
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
の
「
一
般
知
性
」

論
と
、
戸
坂
の
技
術
論
及
び
「
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン

チ
ャ
」
に
よ
る
知
的
労
働
を
含
め
た
労
働
理
論

と
の
、
親
縁
性
や
先
駆
性
を
検
証
し
て
い
る
。

　

ギ
ャ
ビ
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
（G

avin
 W

alker

）

“
Film

ic  M
ateriality

 and
 H

istorical  
M

aterialism
”

は
、
『
思
想
と
風
俗
』
に
残

さ
れ
た
戸
坂
の
映
画
論
を
検
証
し
て
い
る
。
戸

坂
は
特
に
社
会
風
俗
の
物
質
的
な
再
現
性
を
可

能
に
す
る
映
画
の
写
真
的
な
実
写
性
と
映
像
の

動
き
そ
の
も
の
を
評
価
し
た
が
、
本
論
は
多
様

な
映
画
理
論
と
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
タ
ル
ド
、
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
な
ど
を
参
照
し
、
戸
坂
の
映
画
論
の
根

底
に
史
的
唯
物
論
と
表
象
へ
の
厳
密
な
思
想
的

試
み
が
あ
る
こ
と
を
検
証
し
て
い
く
。
戸
坂
の

友
人
で
も
あ
っ
た
中
井
正
一
や
能
勢
克
男
、
唯
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物
論
研
究
会
な
ど
で
交
流
が
あ
っ
た
岩
崎
昶
や

上
野
耕
三
ら
、
戸
坂
の
周
辺
に
存
在
し
た
同
時

代
の
映
画
言
説
の
広
が
り
を
考
え
る
上
で
も
非

常
に
刺
激
的
な
論
文
で
あ
る
。

　

ケ
ン
・
C
・
カ
ワ
シ
マ“

N
otes  Tow

ard
 

a
 

C
ritical  

A
nalysis

 
of  

C
hronic  

Recession
 and

 Ideology
”
 

は
、
ロ
シ
ア

革
命
、
米
騒
動
、
植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
独

立
運
動
な
ど
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
群
衆
の
時

代
の
到
来
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
日
本
の
明
治

以
降
の
近
代
的
警
察
国
家
へ
の
移
行
を
背
景
に
、

一
九
三
〇
年
代
後
期
の
戸
坂
潤
に
よ
る
警
察
権

力
へ
の
論
考
を
も
と
に
し
た
戸
坂
の
暴
力
批
判

論
を
展
開
し
て
い
る
。

 

カ
ツ
ヒ
コ
・
エ
ン
ド
ウ
（K

atsuhiko
 Endo

）

“
The

 M
ultitude

 and
 H

oly
 Fam

ily
”

は
、

一
九
三
〇
年
代
の
戦
線
拡
張
的
な
軍
部
フ
ァ
シ

ズ
ム
と
金
融
資
本
主
義
と
の
協
調
的
発
展
と
、

自
由
主
義
や
家
族
主
義
に
み
ら
れ
る
文
化
現
象

と
の
、
同
時
代
的
な
連
動
性
を
批
判
し
た
戸
坂

潤
の
思
想
を
、
宇
野
弘
蔵
、
河
合
栄
治
郎
、
浅

田
彰
の
理
論
を
参
照
し
現
代
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ

ズ
ム
と
も
関
連
さ
せ
て
分
析
し
て
い
る
。

　

全
体
を
通
じ
て
批
評
用
語
を
駆
使
し
た
難
解

な
分
析
が
多
い
印
象
を
受
け
る
が
、
そ
れ
ら
を

乗
り
越
え
て
各
論
文
を
精
読
し
て
い
く
と
、
す

べ
て
の
論
考
が
独
自
の
視
点
か
ら
戸
坂
潤
の
新

た
な
魅
力
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
に
驚
く
。
戸

坂
潤
哲
学
の
現
代
性
を
こ
こ
ま
で
徹
底
し
て
考

え
つ
く
し
た
論
考
が
集
成
さ
れ
て
い
る
様
子
は

圧
巻
で
あ
る
。
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
論
考
か
ら

各
自
の
戸
坂
潤
哲
学
の
読
解
が
深
め
ら
れ
て
い

く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

た
だ
気
に
な
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
戸
坂
潤
研
究
の
高
ま
り
と
並
行
し
て
進
展
し

て
き
た
近
年
に
お
け
る
日
本
の
戸
坂
潤
研
究
の

成
果
と
そ
の
受
容
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
戸

坂
潤
の
研
究
は
戦
後
占
領
下
で
の
伊
藤
書
店
版

『
戸
坂
潤
選
集
』
（
一
九
四
六
―
四
九
年
）
と
追
悼

録
の
刊
行
を
経
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
お
い
て

鶴
見
俊
輔
ら
の
評
価
を
反
映
し
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
著
作
が
収
録
さ
れ
た
勁
草
書
房
版
『
戸
坂
潤

全
集
』
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
基
礎
が

築
か
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
後
は
テ
キ

ス
ト
の
充
実
と
共
に
さ
ら
な
る
思
想
的
検
証
が

期
待
さ
れ
つ
つ
も
、
一
九
七
〇
年
代
末
頃
か
ら

一
九
八
〇
年
代
末
頃
ま
で
活
発
な
研
究
書
の
刊

行
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
状
況
が
続
い
た
。
再

評
価
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
崩
壊
期
以
降
に
お
け
る
戸

坂
潤
の
著
作
復
刻
と
、
そ
の
現
代
性
を
問
い
直

す
新
た
な
研
究
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ

の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

一
例
を
挙
げ
れ
ば
林
淑
美
『
昭
和
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
）
で
は
戸
坂
の
『
思

想
と
風
俗
』
に
お
け
る
「
制
度
習
得
感
」
と
ア

ル
チ
ュ
セ
ー
ル
「
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
」

論
と
の
親
縁
性
が
検
証
さ
れ
、
「
社
会
的
諸
関

係
の
再
生
産
の
分
析
を
明
瞭
に
行
っ
て
い
る
」

（
林
淑
美
）
と
戸
坂
潤
の
先
駆
性
が
示
さ
れ
た
こ

と
に
研
究
の
着
実
な
進
展
が
確
認
さ
れ
る
。
他

に
も
今
井
伸
英
、
小
泉
義
之
、
津
田
雅
夫
ら
の

意
欲
的
な
哲
学
的
研
究
や
資
料
復
刻
・
伝
記
研

究
が
発
表
さ
れ
、
戸
坂
潤
研
究
の
新
た
な
発
展

が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

（
２
）

　

し
か
し
、
今
回
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
新

の
研
究
書
と
し
て
、
本
書
の
各
論
考
で
の
先
行

研
究
へ
の
言
及
や
引
用
を
見
る
限
り
、
こ
れ
ら

近
年
の
日
本
の
研
究
蓄
積
が
本
書
と
十
分
な
学

術
的
関
係
を
築
い
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
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こ
の
こ
と
は
日
本
の
近
年
の
研
究
に
お
い
て
も

同
様
に
指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
日

本
の
近
代
思
想
史
研
究
に
刺
激
を
与
え
た
ハ
ル

ト
ゥ
ー
ニ
ア
ン
の
戸
坂
潤
論
を
は
じ
め
と
し
た

海
外
の
諸
研
究
に
つ
い
て
も
、
簡
単
な
研
究
紹

介
や
先
述
し
た
今
井
伸
英
な
ど
に
よ
る
補
足
的

な
言
及
は
あ
っ
て
も
、
十
分
な
学
術
的
な
検
証

は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
本
書
だ
け
で
日
米
の
研
究
状
況
を
正

確
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
書
の

刊
行
は
は
か
ら
ず
も
日
米
に
お
け
る
戸
坂
潤
研

究
の
在
り
方
に
疑
問
を
提
示
す
る
よ
う
に
思
え

る
。
世
界
中
の
研
究
者
が
戸
坂
潤
と
い
う
同
じ

テ
キ
ス
ト
を
、
い
か
に
共
有
し
て
研
究
し
て
い

く
か
が
問
わ
れ
始
め
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
、
個
人
的
な
関
心
か
ら
は
、
戸
坂

潤
が
提
示
し
た
道
徳
・
モ
ラ
ル
の
哲
学
的
考
察

に
関
し
て
、
本
書
で
は
こ
れ
ら
を
適
切
に
解
説

し
な
が
ら
も
、
そ
の
可
能
性
を
問
い
直
す
論
考

が
少
な
い
こ
と
が
気
に
な
っ
た
。
本
書
の
刊
行

後
の
も
の
に
な
る
が
、
最
近
の
研
究
で
は
平
子

友
長
が
こ
の
領
域
に
新
た
な
論
考
を
提
出
し
て

い
る
。

（
３
）

平
子
は
戸
坂
の
モ
ラ
ル
論
を
「
社
会

科
学
的
概
念
に
よ
っ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て

把
握
さ
れ
た
モ
ラ
ル
を
、
他
な
ら
ぬ
自
分
一

身
の
モ
ラ
ル
と
し
て
身
体
化
（
感
応
化
、
感
覚

化
）
さ
せ
た
（
身
に
つ
け
た
）
モ
ラ
ル
」
と
要

約
し
て
い
る
が
、
こ
の
戸
坂
の
モ
ラ
ル
論
の
意

義
を
最
も
深
く
教
え
て
く
れ
た
思
想
家
は
、
私

に
と
っ
て
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
で
あ
っ

た
。
戸
坂
潤
が
『
道
徳
の
観
念
』
で
モ
ラ
ル
の

概
念
を
提
示
し
た
「
社
会
の
問
題
が
身
に
つ
い

た
形
で
提
出
さ
れ
、
自
分
一
身
上
の
独
特
な

形
態
と
し
て
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う

こ
と
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
は
っ
き
り
と

分
か
っ
た
の
は
、
サ
イ
ー
ド
が
自
分
自
身
と

失
わ
れ
た
祖
国
の
問
題
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

的
に
著
し
た
『
パ
レ
ス
チ
ナ
と
は
何
か
』
（
岩

波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
原
著“

After  the
 

Last  Sky
”

Pantheon
 Books ,

1
9
8
6

）
を
読
ん

だ
時
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ

ム
』
（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
三
年
、
原

著“
O

rientalism
”
 Routledge

 
&
 K

egan
 paul  

Ltd
,
 
1
9
7
8

）
を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
理

論
書
と
し
て
し
か
読
ん
で
い
な
か
っ
た
私
に

と
っ
て
、
サ
イ
ー
ド
が
一
貫
し
て
書
き
続
け
て

い
た
も
の
が
自
分
と
い
う
「
一
身
上
の
問
題
」

と
し
て
の
彼
と
他
者
を
つ
な
ぐ
社
会
へ
の
批
評

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
そ
の
時
に
よ
う
や
く

理
解
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
戸
坂
を
通
し
て
サ

イ
ー
ド
を
、
サ
イ
ー
ド
を
通
し
て
戸
坂
を
読
む

こ
と
で
、
両
者
が
現
実
的
な
世
界
の
あ
く
ど
さ

や
強
大
さ
に
対
し
て
、
自
分
だ
け
の
立
場
か
ら

自
分
の
問
題
と
し
て
日
常
の
場
面
か
ら
具
体
的

な
事
物
に
参
与
す
る
こ
と
が
、
モ
ラ
ル
を
持
つ

普
遍
的
な
手
続
き
で
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
よ

う
に
私
は
思
う
。
今
後
の
研
究
に
お
い
て
戸
坂

潤
の
批
評
家
と
し
て
の
側
面
と
共
に
、
そ
の
原

動
力
で
あ
っ
た
彼
の
モ
ラ
ル
論
が
よ
り
多
角
的

に
検
証
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
を
批
判
し
続
け
た
戸
坂
潤

の
哲
学
を
、
現
代
に
お
い
て
国
際
的
に
も
国
内

的
に
も
深
く
読
み
直
す
触
発
物
と
し
て
、
本
書

が
示
す
高
度
な
学
術
的
達
成
を
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
え
る
。
本
書
の
「
序
」
や
「
導

入
」
、
第
二
部
「
批
評
」
に
収
録
さ
れ
た
論
考

は
日
本
で
も
す
ぐ
に
翻
訳
刊
行
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
り
、
ま
た
本
書
が
契
機
と
な
り
戸
坂
潤
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哲
学
を
検
証
す
る
新
た
な
研
究
が
さ
ら
に
現
れ

る
こ
と
を
願
い
た
い
。

　

最
後
に
、
「
最
も
根
本
的
な
存
在
は
交
渉
的

存
在
で
あ
る
」
と
し
「
こ
の
存
在
で
あ
る
吾
々

が
又
一
つ
の
存
在
に
出
逢
う
」
こ
と
で
「
存
在

が
存
在
を
理
解
し
得
る
」
（
『
科
学
方
法
論
』
岩
波

書
店
、
一
九
二
九
年
）
と
、
過
去
に
希
望
を
持
っ

て
執
筆
し
た
戸
坂
潤
と
、「
自
分
」
と
い
う
個
々

の
諸
状
況
に
お
い
て
各
自
の
「
一
身
上
の
問
題
」

を
問
い
続
け
る
現
代
の
読
者
と
が
、
刺
激
的
な

批
評
論
集
で
あ
る
本
書
に
よ
っ
て
新
た
に
出
会

う
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

注
（
1
）
二
〇
一
五
年
現
在
、
公
刊
論
文
集
と
い
う
出

版
以
外
で
は
、
雑
誌
に
お
け
る
戸
坂
潤
特
集

号
と
し
て
以
下
の
二
誌
が
あ
る
。

 
 
 

「
戸
坂
潤
特
集
」
（
『
信
州
白
樺
』
一
九
八
五
年

一
〇
月
号
）
、「
小
特
集　

戸
坂
潤
生
誕
一
〇
〇

年
」（
『
唯
物
論
と
現
代
』
二
〇
〇
一
年
五
月
号
）
。

 
 
 

ま
た
、
近
年
に
お
け
る
他
言
語
へ
の
戸
坂
潤
著

作
の
翻
訳
に
は
以
下
の
三
誌
が
あ
る
。
（
英
語

翻

訳

）R
o
b
e
r
t
 
S
t
o
l
z
 “

N
i
c
h
i
j
ō
s
e
i
 
n
o
 

g
e
n
r
i
 
t
o
 
r
e
k
i
s
h
i
t
e
k
i
 
j
i
k
a
n
 

： 
T
h
e
 

p
r
i
n
c
i
p
l
e
 
o
f
 
e
v
e
r
y
d
a
y
n
e
s
s
 
&
 

h
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 
t
i
m
e
”
 
i
n
 
F
r
o
m
 
J
a
p
a
n
'
s
 

m
o
d
e
r
n
i
t
y
 
:
 
a
 
r
e
a
d
e
r
,
 
e
d
.
 
T
e
t
s
u
o
 

Najita
 ( University

 of Chicago,2002)
 

／
（
ド
イ
ツ
語
翻
訳
）F

a
b
i
a
n
 
S
c
h
a
f
e
r
,
 

“
T
o
s
a
k
a
 
J
u
n
 
:
 
I
d
e
o
l
o
g
i
e
-
M
e
d
i
e
n
-

A
l
l
t
a
g
”

,
(
 

L
e
i
p
z
i
g
e
r
  

U
n
i
v
e
r
s
i
t
a
e
t
s
v
l
g
 
,
 
2
0
1
1
)

／
（
フ
ラ
ン

ス
語
翻
訳
）Yoshinori Tsuzaki “

L'espace
 

e
n
 
t
a
n
t
 
q
u
e
 
c
a
r
a
c
t
è
r
e
 
:
 
a
p
e
r
ç
u
 
d
e
 

l
a
 
t
h
é
o
r
i
e
”
 
,
P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
 
j
a
p
o
n
a
i
s
e 

(
V
r
i
n
 
,
 
2
0
1
3
)

（
2
）
一
九
八
九
年
以
降
の
日
本
に
お
け
る
主
な
戸

坂
潤
研
究
と
し
て
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
。

　

〈
著
作
復
刻
〉

 
 
 

小
川
晴
久
解
説
『
認
識
論
』
青
木
書
店
、

一
九
八
九
年
／
芝
田
進
午
解
説
『
科
学
論
』

青
木
書
店
、
一
九
八
九
年
／
芝
田
進
午
他
編

『
科
学
論
』
久
山
社
、
一
九
九
〇
年
／
芝
田
進

午
他
編
『
道
徳
論
』
久
山
社
、
一
九
九
〇
年

／
川
端
俊
英
解
説
『
思
想
と
し
て
の
文
学
』

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
年
／
林
淑

美
解
説
『
思
想
と
風
俗
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
一

年
／
吉
田
傑
俊
編
『
戸
坂
潤
の
哲
学
』
こ
ぶ

し
書
房
、
二
〇
〇
一
年
／
林
淑
美
校
訂
『
増

補　

世
界
の
一
環
と
し
て
の
日
本
』
全
二
巻
、

平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
／
『
日
本
的
哲
学
と

い
う
魔
』
書
肆
心
水
、
二
〇
〇
七
年
／
『
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ロ
ジ
ッ
ク
』
書
肆
心
水
、

二
〇
〇
七
年
／
吉
見
俊
哉
監
修
『
唯
物
論
研

究
「
選
」
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
一

年
／
渋
谷
一
夫
・
北
林
雅
洋
解
説
『
唯
研

ニ
ュ
ー
ス
』
不
二
出
版
、
二
〇
一
二
年
／
北

林
雅
洋
編
『
戸
坂
潤
全
集
未
収
録
論
文
集
』

こ
ぶ
し
書
房
、
二
〇
一
六
年

　

〈
研
究
書
・
論
文
・
批
評
・
対
談
〉

 
 
 

山
田
洸
『
戸
坂
潤
と
そ
の
時
代
』
花
伝
社
、

一
九
九
〇
年
／
鈴
木
正
他
編
『
近
代
日
本
の

哲
学
者
』
北
樹
出
版
、
一
九
九
〇
年
／
粟
津

啓
有
『
戸
坂
家
の
文
学
』
北
國
新
聞
社
、

一
九
九
四
年
／
今
井
伸
英
『
丸
山
眞
男
と
戸

坂
潤
』
論
創
社
、
二
〇
〇
〇
年
／
中
川
成
美

「
〈
近
代
化
主
義
〉
と
い
う
カ
ノ
ン
」
（
『
日
本

文
学
』
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
号
）
／
古
在
由
重
・
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丸
山
眞
男
『
暗
き
時
代
の
抵
抗
者
た
ち
』
同

時
代
社
、
二
〇
〇
一
年
／
上
田
浩
「
戸
坂
潤

の
道
徳
論
と
現
代
」
（
『
唯
物
論
と
現
代
』

二
〇
〇
一
年
五
月
号
）
／
岩
崎
允
胤
「
唯
物

論
研
究
会
を
中
心
と
す
る
戦
前
（
戦
中
）
の

唯
物
論
哲
学
」（
『
唯
物
論
と
現
代
』
二
〇
〇
一

年
五
月
号
）
／
藤
田
正
勝
編
『
京
都
学
派
の

哲
学
』
昭
和
堂
、
二
〇
〇
一
年
／
渋
谷
一
夫
「
唯

物
論
研
究
会
の
歴
史
」
（
『
サ
ジ
ア
ト
ー
レ
』

三
二
号
～
三
八
号
、
二
〇
〇
三
年
～
二
〇
〇
九

年
）
／
林
淑
美
『
昭
和
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
平

凡
社
、
二
〇
〇
五
年
／
小
泉
義
之
「
直
観
空

間
と
脳
空
間
」
（
『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
六
年

七
月
号
）
／
北
林
雅
洋
「
戸
坂
潤
の
『
全
集
』

未
収
録
文
献
22
編
の
発
見
」
（
『
科
学
史
研
究
』

二
〇
〇
六
年
九
月
号
）
／
井
筒
満
「
日
中
戦

争
下
に
お
け
る
芸
術
認
識
論
の
探
究
」
（
『
文

学
と
教
育
』
二
〇
〇
七
年
八
月
号
、
一
一
月
号
）

／
後
藤
嘉
宏
「
戸
坂
潤
の
常
識
概
念
と
、
三

木
清
」
（
『
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
』

二
〇
〇
八
年
三
月
号
）
／
中
島
隆
博
「
日
本

思
想
を
世
界
に
返
す
」
（
『
Ｕ
Ｐ
』
二
〇
〇
九

年
八
月
号
）
／
津
田
雅
夫
『
戸
坂
潤
と
〈
昭

和
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〉
』
同
時
代
社
、
二
〇
〇
九

年
／
岩
倉
博
『
あ
る
戦
時
下
の
抵
抗
』
花
伝
社
、

二
〇
一
五
年

 
 
 

ま
た
、
海
外
戸
坂
潤
研
究
の
翻
訳
書
と
し
て
ハ

ル
ト
ゥ
ー
ニ
ア
ン
の
以
下
の
著
作
を
挙
げ
る
。

 
 
 
 

『
近
代
に
よ
る
超
克
』
全
二
巻
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
七
年
／
『
歴
史
と
記
憶
の
抗
争
』
み

す
ず
書
房
、
二
〇
一
〇
年
／
『
歴
史
の
不
穏
』

こ
ぶ
し
書
房
、
二
〇
一
一
年

（
3
）
平
子
友
長
「
戸
坂
潤
に
お
け
る
実
践
的
唯
物

論
構
想
」
『
思
想
間
の
対
話
』
法
政
大
学
出
版

局
、
二
〇
一
五
年
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